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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費税率引き上げによる駆け込み需要の反動や急速な円安・

ドル高に伴う輸入価格上昇など、景気の下振れ懸念はあったもののデフレ脱却に向けた経済・金融政策の効果などに

より緩やかな回復基調が継続しました。

外食産業におきましては、景気回復に伴う個人消費の盛り上がりへの期待感はありますが、所得の増加にまでは至

っていないことに加えて、円安による物価上昇などの影響もあり消費者の節約傾向は続いており、厳しい経営環境に

あります。

このような状況のもと、当社グループは「健康でおいしい食事」を「より価値のある価格で提供する」ことを基本

において、新製品を投入したメニュー施策やクリンリネスの徹底、さらには提供時間の短縮など他社との差別化を図

り既存店の強化に取り組んでまいりました。

売上高につきましては、本年７月にオープンした「かに政宗本町店」や同９月にオープンした「かに政宗盛岡店」

が寄与したこともあり増収となりましたが、原材料価格の上昇や人件費の増加に加えて新店舗（まるまつ二戸店、か

に政宗本町店、かに政宗盛岡店）開店に係る初期費用の発生等により費用が増加しました。

また、一部店舗に係る減損損失58百万円及び元従業員の労災案件の損害賠償に係る訴訟損失引当金繰入額58百万円

を特別損失に計上致しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は60億84百万円（前年同期比3.0％増）、営業利益は３億45百

万円（同18.3％減）、経常利益は３億54百万円（同15.1％減）、四半期純利益は１億11百万円（同49.4％減）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は68億18百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億17百万円増

加いたしました。

流動資産の合計は、前連結会計年度末と比較して１億57百万円減少して10億87百万円となりました。これは主に現

金及び預金の減少１億76百万円によるものです。

固定資産の合計は、前連結会計年度末と比較して２億74百万円増加して57億31百万円となりました。これは主に有

形固定資産の取得によるものです。

負債総額は、前連結会計年度末と比較して63百万円増加し36億27百万円となりました。これは主に長期借入金（1年

内返済予定長期借入金を含む）の増加90百万円、未払費用の増加63百万円及び未払金の減少１億17百万円によるもの

です。

純資産は、前連結会計年度末と比較して54百万円増加し31億90百万円となりました。

この結果、自己資本比率は46.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間において、原材料価格の上昇や電気料値上げに伴うエネルギー費の増加などにより経費が予

想以上に増えました。これに加えて、一部店舗に係る減損損失58百万円及び元従業員の労災案件の損害賠償に係る訴

訟損失引当金繰入額58百万円を特別損失に計上することとなりました。

　 このため、平成26年４月14日に公表した当連結会計年度の連結業績予想を修正致します。

売上高は変更ありませんが、損益については営業利益３億28百万円（前回予想比１億30百万円の減益）、経常利益３

億33百万円（同91百万円の減益）、当期純利益73百万円（同１億34百万円の減益）となる見通しです。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 817,462 641,318

売掛金 13,310 22,218

商品及び製品 137,459 177,328

原材料及び貯蔵品 27,847 18,082

その他 248,329 228,057

流動資産合計 1,244,409 1,087,005

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,947,486 2,264,885

機械装置及び運搬具（純額） 62,777 58,328

工具、器具及び備品（純額） 113,414 133,680

土地 1,989,615 2,027,194

建設仮勘定 25,874 -

有形固定資産合計 4,139,167 4,484,088

無形固定資産 90,146 88,254

投資その他の資産

投資有価証券 21,593 283

長期貸付金 459,332 418,873

敷金及び保証金 630,994 620,234

その他 177,379 180,979

貸倒引当金 △61,532 △60,913

投資その他の資産合計 1,227,766 1,159,457

固定資産合計 5,457,080 5,731,800

資産合計 6,701,489 6,818,806

負債の部

流動負債

買掛金 150,703 183,546

1年内返済予定の長期借入金 871,498 942,005

未払法人税等 108,937 8,204

賞与引当金 19,675 -

ポイント引当金 2,024 2,165

訴訟損失引当金 - 58,031

その他 476,992 475,038

流動負債合計 1,629,831 1,668,991

固定負債

長期借入金 1,799,929 1,819,933

長期未払金 10,400 10,400

資産除去債務 85,439 91,037

その他 38,983 37,497

固定負債合計 1,934,751 1,958,867

負債合計 3,564,583 3,627,859

純資産の部

株主資本

資本金 1,238,984 1,238,984

資本剰余金 973,559 973,559

利益剰余金 954,529 1,005,649
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自己株式 △29,599 △29,599

株主資本合計 3,137,474 3,188,594

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,417 -

その他の包括利益累計額合計 △2,417 -

少数株主持分 1,848 2,352

純資産合計 3,136,906 3,190,947

負債純資産合計 6,701,489 6,818,806

決算短信 （宝印刷）  2015年01月05日 15時43分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

売上高 5,906,516 6,084,871

売上原価 1,770,470 1,914,763

売上総利益 4,136,045 4,170,108

販売費及び一般管理費 3,713,220 3,824,607

営業利益 422,825 345,501

営業外収益

受取利息 11,177 9,850

協賛金収入 8,539 14,883

受取賃貸料 53,700 54,767

その他 5,753 10,149

営業外収益合計 79,172 89,650

営業外費用

支払利息 26,264 22,639

賃貸費用 57,885 57,915

その他 719 520

営業外費用合計 84,869 81,075

経常利益 417,127 354,077

特別利益

受取補償金 10,018 10,961

投資有価証券売却益 49 143

固定資産売却益 - 233

特別利益合計 10,068 11,338

特別損失

店舗閉鎖損失 2,783 12,636

減損損失 - 58,714

固定資産除却損 8,432 5,014

訴訟損失引当金繰入額 - 58,031

特別損失合計 11,215 134,397

税金等調整前四半期純利益 415,979 231,018

法人税、住民税及び事業税 199,441 92,908

法人税等調整額 △3,639 26,412

法人税等合計 195,801 119,321

少数株主損益調整前四半期純利益 220,178 111,697

少数株主利益 400 503

四半期純利益 219,777 111,193
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 220,178 111,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,742 2,417

その他の包括利益合計 △1,742 2,417

四半期包括利益 218,435 114,114

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 218,034 113,610

少数株主に係る四半期包括利益 400 503
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（追加情報）

　（訴訟損失引当金）

　 訴訟による損害賠償の支払いに備えるため、その経過等の状況に基づき負担見積額を計上しております。
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